


小林直己×錦織良成
丁寧な時代考証のもと、日本の刀文化を支えた名もなき
人々の生き様を真摯に見つめた映画『たたら侍』が絶
賛公開中。青柳翔演じる主人公・伍介の幼なじみで、村
を守るためにひたむきに剣の腕を磨く青年・新平役で映
画初出演を果たした小林直己と、監督・錦織良成が登場！

photography
Yoshifumi Nishihira

EXILE ／三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBE 映画『たたら侍』監督・脚本



—本作『たたら侍』は小林さんにとって
映画初出演作でもありますね。

「このような作品で映画デビューできるこ
とが本当にうれしかったです。実は、ずっ
と映画に出るのが夢だったんです」
—映画デビューの感想は？

「最初に試写を見たときはスクリーンの中
に自分がいることが、とても不思議な感じ
がしました。映っているのが自分であって
自分ではないような。今回、初めて映画
の撮影現場を経験して感じたのは、映画
というのは、まさに総合芸術なんだという
ことでした。現場には、役者部や演出部、

照明部などの人がいて、全員がプロフェッ
ショナル。そんな人たちが一丸となって良
い作品を作るために全力を尽くす。例えば、
良い雲を撮るために 1時間待ったり。監
督が “ 島根にはもっといい雲が出るから”
とおっしゃって、イメージ通りの雲が出る
まで青柳と一緒に1時間、空を眺めてい
ました。でも、今ではここまでこだわる現
場もなかなか無いと、平次郎役の豊原功
補さんがおっしゃっていました。そういっ
た意味でも、最高の現場を勉強させても
らったと思っています」
— 一般にも公開された村のセットから実

インメントの可能性を実感しま
した。6 月からはアメリカでも
上映されるので、本物の日本
文化を伝える本作がどう評価
されるのか楽しみです」
—ひたむきに自分の目指すべ
き道を進み続ける新平を演じ
た小林さん。道の途中でつま
ずいたことは。

「僕自身は、いつも先輩や仲
間に引っ張ってもらってきた
と思っているので自分が苦労
したなんて言えない（笑）。た
だ、叶えたい夢を周りに話す
ことって大事だなと思います。
応援してくれる人と出会うこと
もあるし、口にすることによっ
て自分自身、覚悟もできる。今
の僕の夢は、日本だけではなく、
海外でも活動することです。パ
フォーマーとしても感じていまし
たが、映画にも言葉や文化を越
えて共感し合うことができるもの
がある。それが EXILE のメッセー
ジでもある “Love, Dream & Hap
piness” だと僕は思っています。本
作を通して改めてそれを感じ、より
多くの人に日本のエンターテインメ
ントを発信するためにも、アメリカと
いう舞台をしっかり意識してアプ
ローチしていきたいと思っていま
す」
—岡山の読者にメッセージを。

「本作は中国地方の映画でもあり
ます。毛利氏や尼子氏といったこ
の地方ゆかりの一族も出てきます。
ぜひ現代の自分にもつながる物語
だと思って、多くの世代の皆さん
に楽しんでいただければうれしい
です」

際にたたら吹きで製鉄した玉鋼、奥出雲
の風景まで、本物を追求した映像が心に
残ります。

「全編、フィルムで撮影しています。景色
とか炎や水、雨なども、全部が実写で撮っ
たもの。その美しさは、CG で作った映像
とはまったく違うんじゃないかと思います」
—そんな自然の中で、1時間ほど佇んでい
たことがあったとか。

「1時間は立っていなかったと思います…
45分くらいかな（笑）。ちょうどそのときは、
三代目J Soul Brothers の初めてのドーム
ツアーが重なっていた時期で、それぞれ
のライブの合間を縫っての撮影という状
況で、そういうときって自然が自分の中に
すっと入ってくるというか。出雲の風景に
すごく感動していました」
—撮影を通して、日本の伝承文化を意識
することも？

「常にありました。それまで、出雲のたた
ら吹きでしか生み出せない鋼があること
や、それが日本刀の材料としてどれほど
貴重かということも知りませんでした。職
人が土の釜で三日三晩かけて生み出した
鋼は、現代のコンピューターで制御され
た炉でも再現できないんだそうです。初
めて知って驚くことも多くて、改めて日
本の伝統文化の奥深さを感じました。し
かも今回は海外の方々の反応からも、こ
ういった文化はそうそうあるものではない、
と気づかされました。現地でもすごく興味
を持っていただいて、世界でも特殊な文
化なんだと、とても誇らしい気持ちになり
ました」
—カナダのモントリオール世界映画祭で
は最優秀芸術賞を受賞。小林さんが同地
で感じたことは。

「映画はすごい、と思いました。ライブと
は違う良さとして、映画は世界中、僕らが
行けないような場所でも作品を楽しんでも
らうことができる。映画というエンターテ

「世界に“本当の日本”を伝える。
最高の映画デビューになりました」

小林直己

Interview― 01　小林直己



—『たたら侍』が全国で公開されました。
今の感触はいかがですか。

「作品を見て、いろいろなギャップに新鮮
さを感じてくれる人がけっこう多いのかな
と感じています。映画を作っていると先入
観との闘いが少なからずあるのですが今
回は “EXILE TRIBE なら現代劇のほうが
合うのでは ”という先入観に加え “ 時代
劇とは侍が刀でバッタバッタと敵を倒して
スッキリするもの ”という先入観からも、
脱却していこうという思いがありました。
企画が立ち上がったときからエグゼクティ
ヴプロデューサーの HIROさんとも “ 本物
を目指そう”という話をしていました。人
によっては、違和感を覚える人もいるかも
しれないし、こういう時代劇が見たかった
という方もいるでしょう。海外での評価は
まさに後者でした」
—モントリオール世界映画祭では、どん
な反応が印象的でしたか？

「小津安二郎やマキノ雅弘、黒澤映画に
近いにおいがする、でもクロサワとはアプ
ローチが逆だねと言われたことが印象に
残っています。やはり、海外の映画祭は
日本映画をよく研究しているなと思いまし
た。本作では敢えて主人公の伍介をヒー
ローとして描いていません。侍に憧れなが
らも何度も選択を間違えてしまう、弱い人

の息子も歴史番組にすごく興味を持つよ
うになった。子供だから分からないだろう、
というのは違う。分からないからもっとよ
く知ろうと思うようになるものなんだと思
います。
—2 回目、3 回目を見る人に注目してほし
いポイントはありますか。

「本作は賛否両論というよりも、何度か見
るうちに音楽のように理解が深まってくる
作品かなと思っています。衣装などにもこ
だわっているので、細かな部分に目を向け
てもらうのもいいかもしれません。劇中で
登場人物がデニム生地の着物を着ている
という指摘があったんですが（笑）、あれ
はデニムではなく絣（かすり）という日本
の伝統技法の生地です。今ではかなり貴
重なものになってしまったので知らない人
も多いんですね。日本は昔からカッコいい
ものをたくさん作ってきたんです。そんな
ことも本作を通して再発見してもらえれば
うれしいです」
—岡山の読者にメッセージを。

「そもそも、たたら吹きは中国地方に伝わ
るものですし、本作では岡山、島根、広島、
鳥取でロケをしているので、これは島根の
映画でもあり岡山の映画でもあります。ぜ
ひ家族や周りの方々と感想を話し合って
もらえればうれしいです」

間です。でもそれが私たちなんだと、モ
ントリオールでもアメリカでも観客の方か
ら言われました。オリジナルの作品をやる
なら主人公は等身大の人間にしたかった。
現代に生きる、ごく普通の人々も自分の
人生になぞらえることができる物語を描き
たかったんです。結果的に海外で評価し
て頂いたことは自信になりました。思えば、
フランス映画やイタリア映画ではヒーロー
ではない等身大の主人公を描いた作品が
当たり前にありますよね。僕だって“ 伍介、
何やってんだよ ”と思います（笑）。でも
人はいくつになっても悩むし間違えるも
の。人間は弱い物であること、それでも家
族や仲間、地域の人々とともに乗り越え
てきたことに、思いをはせることも大事だ
と思う。モントリオールでは“これこそファ
ミリー映画だ”と言われました。本来のファ
ミリー映画とは、子供向けの分かりやすい
ものではなく、祖父母世代から孫までが
一緒に見て話し合える作品のことなんで
すね。子供たちに分からない部分があれ
ばそれを親や祖父母が教えて作品の理解
を深めていく。本作も史実をきちんと織り
込んでいるので現代の若い世代が知らな
い事柄もあると思いますが、分からなかっ
た、で終わらせず家族に聞いてみたり歴
史を調べたりしてみてほしい。最近、うち

「ヒーローではない、
 等身大の主人公を
 描きたかった」

監督・錦織良成

Interview― 02　錦織良成



小林直己さんから読者3名にサイン色紙をプレゼント！
応募方法【P.26】にて。

映画『たたら侍』
原作・脚本・監督：錦織良成　エグゼク
ティヴ・プロデューサー：EXILE HIRO　出
演：青柳翔、小林直己、田畑智子、石井杏
奈、山本圭、高橋長英、甲本雅裕、宮崎美
子、豊原功補、早乙女太一、AKIRA 他／
LDH PICTURES配給／5月20日より新宿
バルト9他、全国劇場にて公開中　https://
tatara-samurai.jp/

©2017「たたら侍」製作委員会

okayama move up 検索

　映画『たたら侍』の舞台挨拶が 5 月
28 日、岡山イオンシネマにて開催され、
新平役の小林直己と錦織良成監督が登
壇。観客から大きな声援で迎えられた。
　映画上映前の舞台挨拶では、小林・監
督ともにネタバレにならないようにと気を
使いながらも観客を盛り上げる熱いコメン
トを連発。「時代劇だからと構えずに、と
にかく楽しんで見てほしい」と小林が言
えば、監督も「EXILE TRIBE の従来のイ
メージとは真逆かもしれません。でも実は
皆さん、大和魂というか、普段からストイッ
クに “ 和 ” の心を持っているんです（笑）。
時代劇というと刀を持った立ち回りが浮か
びますが、本当の侍はめったに刀を抜きま
せんでした。日本人は命を伝承していくこ
とを大事にしてきた。そんな映画をEXILE 
TRIBE の皆さん、そしてベテランの俳優
陣とともに作ることができたのは誇りで
す」と出来栄えに胸を張った。
　上映後、感動に浸る観客から万雷の拍
手で迎えられた 2 人。岡山のファンから
の高評価に、監督も笑顔で「本作は岡山
でもロケをさせていただきました。宿場町
のシーンは中世夢が原で撮影させていた
だいて、たくさんのエキストラさんにも協

力していただきました。民間で唯一、たた
ら吹きの行っている新見市の備中国新見
庄・たたらさんに何度も取材に伺いました
し、岡山の方々には本当にお世話になりま
した。たたら吹きは奥出雲のほうが多かっ
たんですが、刀匠の名工はほとんどが岡
山にいたんですよね。岡山にもゆかりある
映画だと思います」と明かした。小林も「実
は倉敷美観地区を見て回りたくて一人旅
をしたことがあるんです。坂本龍馬ゆかり
の宿にも泊まりました」と明かし、会場を
盛り上げた。
　映画初主演ながら、どしゃぶりの中で
のアクションなど過酷なシーンもこなした
小林。「あのときは、隣にいる人に声がと
どかないくらいの大雨で、居るだけでも必
死でした。監督にいい意味で追い詰めて
もらった」と振り返ると監督は「水を 30
トン用意していたんですが皆さんのおかげ
で10トンで済みました（笑）」とにっこり。

「いろいろな立場の登場人物が出てくるの
で、自分だったらと照らし合わせながら見
てもらえたら」と語った小林。監督も「人
間は何度も過ちを繰り返してきた。ヒー
ローではない等身大の主人公に自分を重
ねて見てもらえれば」と語った。

映画『たたら侍』舞台挨拶
5月28日 ＠岡山イオンシネマ

































　昨年 10 月から始まった、EXILE THE SE
COND の ツ ア ー『EXILE THE SECOND 
LIVE TOUR 2016-2017 “WILD WILD WA
RRIORS”が、5 月14 日に幕張メッセで無
事に FINAL を迎えることができました !! 全
国のアリーナでパフォーマンスさせていただ
き、会場にお越しいただいた皆様と、ライブ
ビューイングに足を運んでいただいた皆様を
合わせると、なんと45 万人の方々に僕たち
の想いを伝えることができました。最初は 2
月までのツアーの予定でしたが、5 月までの
超ロングラン公演にすることができたのも、
全国のファンの皆様の応援のおかげだと心
から感じております。二代目 J Soul Brothe
rs からEXILE になり、成長して成熟した僕
たちだからこそお届けできる、今の等身大の
パフォーマンスを皆さんに喜んでいただけた
のは本当に感動的でうれしかったです。

　最後の幕張メッセでの FINAL 公演 3日間
には、アルバムでコラボレーションさせてい
ただいた、ラッパーの AKLOくんや、LL BR
OTHERS さん、L.A. から FAR EAST MO
VEMENT の方々、そして DANCE EARTH 
PARTY、DJ MAKIDAIさん、EXILE TAKA
HIROくんもサプライズで出演していただき、
とても内容の濃ゆいステージを作ることがで
きました。

　EXILE THE SCOND は全員が EXILE メ
ンバーなのですが、先輩メンバーが来てく
れれば一瞬で一緒に踊っていた時の感覚に
なりますし、TAKAHIROくんの声も加わる
と、また SECONDとはまったく違うグルー
プになったような気持ちになります。今回は

TAKAHIROくんを加えてEXILE 第一章の楽
曲「Together」をパフォーマンスしたのです
が、自分はこの曲をアリーナ規模の広い会
場で踊るのが初めてでしたし、この曲の振り
付けは先輩メンバーによるものです。自分が
EXILE メンバーになる前、ファンだった頃に
憧れていたこの振り付けを今回踊らせていた
だいて、当時の EXILE が世界で初めてアー
ティストとして、ストリートダンスというもの
を、この規模の広い会場でファンの皆さん
にどうすれば、分かりやすく、伝わりやすく
表現できるのかを模索して作ったのかという
EXILE の DANCE の歴史みたいなものも感
じながら踊っている自分がいました。本番で
そんなことを感じながらDANCEしたのは初
めてで（笑）、なんだか DANCE が自分に踊
り方を教えてくれたみたいで、とても不思議
な感覚になりました。

　かなり個人的で、なかなか伝わりづらい文
章になってしまいましたが（笑）、自分たち
にとって、とても意味があって、未来につな
がるツアーになったと、終わった今、改めて
初心に返ることができました。何より時間と
お金を割いて会場や映画館に足を運んでく
れたファンの皆さんの地鳴りのような声援が
僕らのこれからのパワーになりました。

　そして最終日に発表されましたが、EXILE 
THE SECOND は 2017 年の秋から、また
新たなツアーを開催することが決定しまし
た！　今回のツアーを超える次なるENTER
TAINMENT の創造はきっと容易ではないと
思いますが、これからメンバー1人 1人が
たくさんのことをインプットして、持てる力

の限界に挑戦していきたいと思いますので、
どうか皆さん楽しみに待っていていただけた
らうれしいです。

　来月には新曲「Summer Lover」もリリー
スされ一気に夏モードになっていきますが、
DANCE EARTH PARTY も 6 月 9 日に新
曲「WAVE」が配信リリースされます !!　こ
の曲も、夏！海！な最高に気持ちのいい曲に
仕上がりました。実はこの曲、2 年くらい前
から製作していて、なかなかお披露目できな
かったのですが、今回最高のタイミングでリ
リースできることになりました。また新たに
DANCE EATH PARTYらしい自然や地球
や HAPPY↑↑↑を存分に感じる曲が仲間入
りして、6 月10日の石垣島でのフェス、「Tr
opical Lovers Beach Festa 2017 in Fusa
ki Resort Village」に出演するのが本当に楽
しみです。

　最近皆さんに「忙しすぎて大丈夫です
か？」なんて心配のお言葉をいただくことが
多々ありますが（笑）、やるべきことがたく
さんあるって本当に幸せなんです。自分の大
好きな DANCE を思う存分、毎日踊れるこ
とに心から感謝しながらすべての活動を全力
でやらせていただきたいと思っております。
ツアーは終わりましたが、これからも皆さん
の日々の生活の活力になれるように信念を
持って頑張りますし、なによりLDH ENTER
TAINMENT で皆さんが楽しんでくれたらう
れしいです。

19 歳よりダンスを始め、EXILE PROFESSIONAL GYM にてインストラク
ターを務める。2007 年に、二代目 J Soul Brothers のメンバーに抜擢され、
2009年2月25日に、アルバム『J Soul Brothers』でメジャーデビューを
果たす。そして、同年 3月1日に EXILE 新メンバーとして加入し、2011年
には、THE SECOND from EXILE としても活動を始める。また、個人活
動として 2011年に月刊 EXILE にて、自身が所長を務める『EXILE パフォー
マンス研究所』の連載を開始する。 2013 年、眠り of the year 2013「ベ
ストネムリスト」の受賞を果たす。2014 年４月、淑徳大学人文学部表現
学科の客員教授に就任する。そして、2015年４月に EXILE ÜSA が活動
を行っている DANCE EARTH PARTY の正式メンバーに選ばれる。その
ほか、役者としてドラマや舞台に出演するなど、さまざまな活動を展開し、
エンターテイメントの可能性を広げている。

第58回

EXILE TETSUYA“男を上げる”Monthly Column supported by ANGFA

一つ終えた始まり

（TOKYO HEADLINE vol.691　2017.5.27 発行号より）
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